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たのでしょうか。
調査では図8の右上欄のような質問も用意しました。「さかなのあらと
一緒に煮た大根汁」とも言うべき項目ですが、以下では「大根汁」と呼ぶ
ことにしましょう。さて図8「大根汁」を見ますと、諏訪地方の大部分は
「大根汁」を作りません。残りの地域には種々の方言が分布していますが、
今はその中のニコゴリ類に注目しましょう。この類は伊那市を中心に分布
し、図7「にこごり」の空白部分を過不足なく埋めています。つまり、言
語地図「にこごり」と「大根汁」のニコゴリ類はきれいに相補う分布をし
ています。これにより、図7の中央部空自地帯の出現には図8のニコゴリ
類が深く関わっていることが分かります。
3．2．3．1　相補う分布ができた理由
では、どのような理由と経過でこの分布は形成されたのでしょう。この
点をしばらく考えていきましょう。「にこごり」において、初め全域をニ
コゴリ類が覆っていたと推定します。その後、「大根汁」でニコゴリ類が
伊那市街地を中心に興り、そこから周辺に向けて放射状に進出します。当
然、両者のニコゴリ類は「同音衝突」をひき起こします。「堪えられない」
同音異義語であるからです。その結果、衝突を起こした地点では「にこご
り」のニコゴリ類はニコゴリの名を「大根汁」に譲り、自ら身を引いて姿
を消し、その後はかばかしい身代わりの方言も現れず、ドーナツの輪を広
げつつこの分布は形成されたのです。
これに対し、皆さんは次のような疑問を抱かれると思います。
1　ニコゴリ類はなぜ「にこごり」から「大根汁」へと鞍替えしたのか。
2　「にこごり」のニコゴリ類は、れっきとした標準語である。にもか
かわらず、そして同音衝突というバリケードがあったにもかかわらず、
なぜこのような消極的な身の処し方をしたのか。
まず、1について。「大根汁」もさかなのあらと一緒に煮るので、冷め
ると固まる。この点「にこごり」との問に大きな類似点があります。さら
に「大根汁」のアラニは分布から見て古くからこの地方で用いられていた
ことばで、民衆の問では新語を求める空気が醸成されていたと思われます。
それにアラ二という語のイメージも影響していたものと考えます。「あら」
は辞書には次のように出ています。
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図8「さかなのあらと一緒に煮た大根汁」
あら［粗］（∋さかなをおろしたあとの頭・骨（ホネ）などの部分。②玄
米（ゲンマイ）を白米にしたときに出るくず。③他人の欠点。
（『三省堂国語辞典』「あら」）
アラ二という語形はあまりにも直接的な表現であって、また、語感も良
いとは言えません。新しい、もっと間接的な表現を望む気持ちが働いたに
違いありません。このような諸条件に、後で述べる語の使用頻度、語の体
系内に占める位置の問題等が絡み、ニコゴリ類は「にこごり」から「大根
汁」へと移籍したのです。
次に2について。移籍したニコゴリ類は、新興都市伊那から周辺のアラ
二に向かい、さらに「大根汁」のニコゴリに向けて戦いを挑み、版図を拡
げます。都市からの放射というのは背後に強力な後ろ楯を持っ新鋭部隊の
発進にも似て、極めて強力であります。
次に使用頻度を見ると、「にこごり」と「大根汁」とでは、後者が前者
よりも圧倒的に高いと言えます。さらに語の基本度を考えますと、「大根
汁」の方がより基本的で、「にこごり」は語彙体系のいわば周辺に位置す
ると言えます。つまり「にこごり」は言語生活の中で場合によっては「無
くてもすまされる」語であります。
このようにして「大根汁」のニコゴリ類は、郡市という威光を嵩に、頻
度数・基本度の圧倒的優位をバックに、標準語の資格を持っ「にこごり」
のニコゴリやニコグリを同音衝突の障害を粉砕しつつ、自己の領域を広げ
えたのであります。
4．中信地方の方言
松本平とその周辺地方及び木曽地方を－この地方を中信と名づけました。
松本平とその周辺地方を安筑地方と言うこともあります。
初めに中信地方の北部大町市の方言会話を紹介し、そのあと、方言の敬
語、移住と方言、混交、推量表現ズラとダラズの問題を手短にお話しいた
しましょう。
4．1　大町市街地方言の会話一煙草屋の店先で－
「南信地方の方言」の最初で上伊那郡中川村葛島方言の会話をお聞きい
ただきました。そのテープを大町市街地の方々にお聞かせし、大町市街地
方言による「煙草屋の店先で」を作っていただきました。矢口ちはる氏
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（1913年生）が中心となり、田中博氏（1913年生）らのご協力で作成した
もので、録音は矢口市朗氏（1934年生）ご夫妻によります。申川村葛島方
言と比較していただきたいと存じます。
A　コンチワ一。コンチワ一。イネカイネ一。（大きな声で）コンチワ一。
コンチワ一。誰モ　イネダカィ。タバコ　オクレヤ。（応答なし）
黙ッテ　ムラッテクデネ－。エコー　ニッ。260円。コケー　置イ
トクジ。ヤー　オババ　ケーツテ来タカナ。
B　コリャ　珍シィ。丸井ノ　ゴロ（五郎）サジャネーカネ。ジョン
（順）ニ　兄ッコニ　似テ釆テ…・。
A　ソーセ。五郎ダワィ。スグ　分カッタカイネ。オババモ　死ンダ
パパニ　良ク　似テ来タジ。
B　ソーカイネ。丁度　オ茶ノ　ションダニ　チョックラ　上ガリマショ
ヤ。
A　忙シイズライ。ソーダ。タバコ　黙ッテ　ムラッタジ。
B　イインネ、イインネ。村ノ　ショーモ　ミンナ　ソーシテルダワィ。
A　オラモ　タマニヤー　顔出ショ　シナケリャナ一。村デ　生マレテ
村デ　デッカクナッテ　隣り村デ　暮シテルダデネ。オ茶　イッベー
ムラッテ　行カズカナ。
4．2　方言の敬語
先はどの中川村葛島方言と比べると、皆さん、「敬語が少なくなった」
とおっしゃいます。たしかにそうで、方言の敬語については機会を改めて
お話ししないといけませんが、先の中川村葛島方言の場合を「複雑敬語方
言」、大町市街地方言のような場合を「単純敬語方言」と名づけました。
方言の敬語についてもう一つ「無敬語方言」というのがありまして、最
近松本市に合併された旧南安曇郡奈川村の方言などはそれに当たります。
「煙草屋の店先で」の奈川方言の場合を途中までお目にかけましょう。
協力してくださったのは古宿という集落の忠地まつの氏（1906年生）を
中心に、忠地秀一氏（1930年生）、忠地愛子氏（1933年生）。なお、この方
言では力行子音の語頭以外の有声化が認められますが、それはこの会話に
は示していません。また、ごく最近松本市に合併されたことからも分かる
ように、近年松本市や松本平の方言の影響がかなり顕著ですが、ここでは
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戦前戦中頃の奈川村方言ということで作成しました。
A　居タカー。居タカー。誰モ　イネカヤ。（大きな声で）ヤッ、誰モ
イネダカヤ。タバコ　売ッテクロ。（応答なし）黙ッテ　ムラッテ
行クゾ。　バット　ニッ。カネ　コケ　置イトクゾ。ヤッ、バパ
ケッテ（帰って）　来タヤー。
B　コリャ　ハールカブリ（久しぶり）ダナ。ワリャ　丸井ノ　ゴロ
（五郎）ジャ　ネーカ。ジン（順）二　見二　似テ釆タナ一。
A　オー、ゴロダゾ。スグ　分カッタカ。
B　オー、分カッタゾ。
A　ワレモ　死ンダ　パパニ　似テ　釆タゾ。
B　オー　ソーカ。丁度　茶時ダニ　ヒトソキラ　寄ッテケ。一下略－
4．2．1　方言の敬語の3分類
私はこの種の方言に「無敬語方言」という名を与えました。方言の敬語
は「複雑敬語方言」「単純敬語方言」「無敬語方言」の三つに分類できると
いうのが私の考えなんです。
4．2．2　敬語使用と敬意
ただ、注意していただきたいのは、敬語の使用と敬意とは必ずしも正比
例していないんですね。ですからばか丁寧な敬語使用はかえって敬意を疑
わせることにもなり、まさに感動（いんぎん）無礼にもなるわけです。敬
語の有無はその方言なりその言語の問題であります。
例えば、日本語では「行く」ということばも、「いらっしゃる、おいで
になる」（尊敬語）、「まいる、うかがう」（謙譲語）などと、相手と自己と
の関係によって変わります。一方、英語goは日本語とは違い、人称語尾
（e）Sのようなものを除けば、相手と自己との関係で変わるということはあ
りません。つまり、日本語のような敬語はありません。だから、英国民は
敬意が無いとか、英国民は粗野だなどとは言えません。くだくだしくなり
ますが、私の言いたかったことは、「無敬語方言」の人達は無敬語だから
敬意が無いとか、粗野だとかなどとは言えない
ということであります。
4．3　移住と方言
ヨーロッパの方言研究書をひもとくと、移住とことばに多くのページが
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割かれています。日本ではこのテーマが話題に上ることはそれほど多くは
ありません。時として北海道移住が問題になる程度であります。信州はど
うでしょうか。長野県の方言研究で移住の問題が取り上げられたことは、
今までほとんどなかったと言ってよいと思います。だが、細かに見ると、
移住を抜きにしては考えられない方言的特徴に行き当たることが何例かあ
ります。今日はその中の1例だけご紹介しましょう。
4．3．1　中山道奈良井下町の場合
中山道の宿場町奈良井（現塩尻市）は昔の面影を今に留め、訪れる観光
客で賑わっています。町は北、松本寄りから下町・中町・上町とに分かれ
て、約1キロにわたり家並みはびっしりと細長く続いています。
4．3．1．1　3音節形容詞のアクセント
この町並みの中に方言の
かなり重要な体系の違いが
認められます。表1をご覧
下さい。3音節形容詞は
「厚い・赤い・浅い…・」
の第1類と「暑い・黒い・
白い…・」の第2類からな
↑ ?h自}?第2類 
厚い・赤い・ 傀ｸ*(?ﾙX*(??
浅い・‥‥・ 僮(*(?????
上町・中町 ?ｸ???宦怐?
下　　　町 ?ｸ???
○は低、●は高の音節を表す。
表1奈良井宿3菖節形容詞アクセント
ります。この二つの類が上
町と中町では○●●／○●○のようなアクセントの対立がありますが、下
町では共に○●○で両類のアクセントの対立がありません。上町や中町の
ような○●●／○●○の型は信州の大部分の地域を覆っています。一万、
両類の対立のない○●○型は近くは飛騨・美濃、やや離れては尾張に分布
し、信州でも飛騨・美濃と接する松本市奈川、旧木曽郡開田村西野、同南
木曽町田立・吾妻の一部に認められます。だが、奈良井下町は飛騨や美濃
と直接接してはいません。ですから飛騨や美濃から地を這うように下町に
伝播したとは考えられません。
4．3．1．2　奈良井宿下町のルーツ
奈良井宿下町・中町・上町はそれぞれ職人所・公卿町・宿場町と言われ
ます。下町は曲げ物や櫛を作る職人が住み、中町は支配階級の旦那衆が住
み、上町は旅人宿が立ち並ぶところから、この名があります。したがって、
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下町／中町・上町の対立は職人層／非職人層としてとらえられます。そこ
で下町の方言的特徴を元に次のような下町の歴史を推測しました。
職人たちがかつてある時期飛騨または美濃方面からやってきて下町に
定住し、今に至った。下町方言における3音節形容詞の飛騨・美濃的
特徴は、移住という歴史的事実の方言への反映である。
4．3．1．3　地元の証言
私は下町のルーツを飛騨あるいは美濃からの移住と見る考えを、資料収
集当時の楢川村教育長土川克広氏に話したところ、氏は身を乗り出すよう
にしてこう言われたのを思い出します。
下町は数百年前、飛騨からの移住者によって開かれたという伝えがあ
る。証明する文書類は一切ない。今、それを裏付ける方言の特徴が下
町にあると聞き、驚くと共に嬉しい。
それにしても一続きの宿場町の中で、部分的にもせよ、故地の方言的特
徴を伝えているのは、職人集団が中町・上町居住集団とは社会的に一線を
画しながら近年まで推移したことを物語っています。ここに移住の問題と
共に、職業に関わる階層の問題も浮かび上がります。
4．4　ズラとタラズー六万石ことばと十万右ことば
4．4．1　ズラとタラズー中信／北信
雨が降ルズラ。　　雨が降ルダラズ。
共に「雨が降るだろう」という意味ですが、ズラとダラズは中信と北信
の方言を分かつ重要な指標となっています。
犀川に沿って国道19号線を松本方面から長野方面へ向かうと、北信と接
する大町市八坂まではズラを使っています。ところが八坂から一歩北信の
長野市大岡（旧更級郡大岡村）や上水内郡信州新町に入ると、そこはダラ
ズの世界。ズラはもう使いません。
4．4．2　六万右ことばと十万右ことば
松本方面から向かうと北信の取っ付きの集落は旧大岡村川口。犀川に臨
んでいます。川向こうは信州新町目名で、そこには松代藩の渡し場もあり
ました。川口のおじいさんは私にこうおっしゃいます。
わしらは行クズラだの、書クズラだの、ズラことばは使わない。ズラは
もともと六万石ことばだ。ここは十万石。よって十万右ことばダラズを
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使う。
言うまでもなく、六万石は松本藩、十万石は松代藩を指します。おじい
さんの態度には十万石ことばへの自信と誇りがうかがわれます。
4．4．3　ズラとタラズの境界一江戸時代
江戸の昔もズラとダラズの境界が現代と同じであったかどうかを考えま
しょう。十辺舎一九『道中続膝栗毛』を見てみましょう。
木曽路から松本平にかけては、ズラは「ずらア」として土地の者の会話
にしばしば登場します。しかし、ダラズは1例も姿を見せません。例えば、
その八編「従木曽路善光寺道」（1816）には「ずらア」が次のように使わ
れています。所は松本の城下町、茶屋の女房と土地の太五七の会話です。
女房「太五七どん太五七どん、村井のはうから役者が来るずらア。まん
だやつとあひだがあらずか。
太五七「村井の喧嘩（けんくわ）は、おもしろかったのへ。もうその役
者はとっくにこっちのはうへ来たずらア。
ところが、舞台が松代藩の水内（みのち）（現信州新町）に移ると、そ
こはダラズの世界。九編「善光寺道中」（1819）の中から引きましょう。
きた八とおやぢの会話です。
おやぢ「わしおえど（江戸）でむずすめない（＝とんと分からない）こ
たア手の筋（すぢ）を見るばっかぢやアない。おえどぢやア足のすぢ
も見るだらずか。
きた八「十二足の筋を見るものか。
おやぢ「そんでも、手のかいてある看板の出てあるとこは、手のすぢを
見るとこだらずが、足の看板の掛けてあるとこは、足の筋でも見るだ
らずと、わし患ったことのへ。
このように一九は、土地の者に松本藩領では「ずらア」松代藩領に入る
と「だらず」を使わせています。幕藩体制が崩壊して130年以上経った今
も、古い藩の境界が方言の境界としても行き続けていることは、まことに
興味深いことといわねばなりません。
4．4．4　分布と語源
長野県言語地図「そうだろう」（図9）をご覧下さい。長野県言語地図
については詳しくは『長野県史方言編』（1992）の631ページ以下を参照し
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図9「そうだろう」
そうだろう
「そうだろう」と官う時です。ソーダロ
ー，ソーズヲ，ソーダラズ＝‥－ど
のように宮いますか。
●　　ソーダロー
／　ソーズラ
∠　ソーダズラ
■　ソーズロ
■　ソーダラ
くつ　ソーダラズ
①　ソーダズ
¢　ソーダロアーズ
＜　ソーダベ一
〇　その他
N　無回答
併存形のソーダローは省いた。
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ていただきたいが、ごく簡単にその概略を述べると、調査地点424、調査
期間は1974年度～1978年度（以後補充調査）。『長野県史方言編』（1992）
には200枚の言語地図を収載します。
図9でダラズが北信全域と東信の北信寄りの若干地域、そしてズラが中
南信一帯に分布しています。ただ、注意しなくてほならないのは、中南信
の山村に十数地点ダラズが認められる点です。この分布から分かることは、
ある時代信州全域ダラズが分布していたということです。その後、南部か
らズラが入って来て北上を続け、このような分布が形成されたと推定され
ます。
ズラは、前にも触れたように、語源は異論もあるが「むとすらむ」に由
来すると私は見ます。「むとすらむ」はさらに「むずらむ」へと変化しま
す。『落窪物語』（10世紀後半）を見ましょう。
君や夜さりおはせむとすらむ。いかに思はさむずらむ（『落窪物語』一）。
（大意。六条の君は夜もお出でになるだろう。この様子をお聞きになっ
てどうお思いになるだろう。）
ここには「むとすらむ」のほか「むずらむ」も現れています。この語は
さらに「んずらん」を経て「うずらう」と変化し、さらに「ずらあ」とな
ります。『続膝栗毛』の例が「ずらア」となっていますが、これはズラよ
りも古い段階にあることを示しています。
ダラズは「にてあらむとす」に由来します。「にて」は「で」と変化し、
「あらむとす」は「あらうず」となり、「であらうず」がつづまって「だら
ず」となったものと考えられます。
4．5　混交
言語地図を見ると、「混交」という事例が大変多いのに驚きます。以前
は「混清」と書きました。『岩波国語辞典』で「こんこう［混交・混清］」
を引くと、「異種のものが入り混じること。〈略〉」のように出ています。
これだけではお分かりにならない方が多いと思います。実例によって示し
ましょう。図10「めんこ」をご覧ください。県下の「めんこ」の方言が30
近く並んでいます。
4．5．1　シャンパン
4．5．1．1　シャンパンの成立
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図10「めんこ」
凸　プッツケ，イタブッツケ
包　マルプチ
l　ヶン
nショーヤケン
邑マルケン
札ケンプチ
△ベチヤ
Aパタン
iパタゴ
崩ウチエ
Wエウチ
マイッチョ
認フーセンダマ
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（乗場）子供のころよくこれで遊んだも
のです。これを何と官いますか。
■　メンコ
○　パテ
○　パッチ
●　パッチン
◎　パチンコ，パッチンコ
6　パッチリ
＜バン
Aパンパン
鹿パンコ
●　シャンシャン
Aシャンパン
L竺∴二二」！■
乗　知　れ
△ペチャンコ　　　N無回答
ムペッタン
l　ピッタン
併存形のメンコは省いた。ただし地点802
915・1310は，「小さいものはメンコ」とい
う静者のコメントがあったので，メンコも
併晋己した。
木曽の中央部を見るとシャンパンというなんともフランス的香気の漂う
呼び名があります。木曽の子供たちはどうしてこんなハイカラな名前を
「めんこ」につけたのでしょう。
木曽の中部を見ていただくと、シャンシャンが分布しています。これは
木曽の中心地木曽町の福島から周辺に分布を広げたものと考えられます。
シャンシャンという方言は「めんこ」を使ってする遊びの掛け声に由来す
るのではないかと思いますが、詳しいことは良く分かりません。一方、木
曽谷の南部からはパンパンという方言が中山道に沿って北上します。パン
パンは「めんこ」を地面に打ちっける時発する音を表したものでしょう。
パンパンと畳語せず、単にパンとした地点もあります。
このシャンシャンとパンパンとが互いに交差して生まれたのがシャンパ
ンです。このような現象を「混交」と言います。トラエルとツカマエルか
らトラマエルが生まれたり、ヤブルとサクからヤブクが生まれたりするの
も「混交」のなせるわざです。
4．5．2　ぺチャンコ
4．5．2．1　ペチャンコの成立
松本平の北部大町市の南部に1地点ですが、ペチャンコという語が認め
られますね。なぜ「めんこ」がペチャンコなんでしょうか。
地図を見ると、パチンコが大町市街地を不完全ながら取り囲むように分
布しています。そして市街地にはペチャが多く見られます。そしてペチャ
ンコはパチンコとペチャの接触地帯に認められますので、両語の混交によっ
て生まれたものと言えます。
もっともパチンコも、分布から見て古くからあったパチと新たに松本方
面から北上するメンコとの混交形とも見られますので、ペチャンコは二重
の混交によって生まれたとも考えられます。
なお、パチもペチャも「めんこ」を地面に打ち付けて遊ぶ時に発する音
を模したものでしょう。
終わりに
長野県を4地域に分け、録音をお聞かせし、各地域の方言の特徴を幾つ
か取り上げてお話ししました。一口に長野県の方言とか信州の方言とか申
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しても、かなりの地域差のあることをお分かりいただけたと存じます。そ
の上で、「方言には古語が残る」と申しますが、その実例を幾っかお話し
する一方、方言の新しい展開についてもお話ししました。さらに方言の敬
語、「同音衝突」と「混交」、また、移住と方言、推量表現ズラ・ダラズ・
ベ一について駆け足でお話しいたしました。そんなわけで機会を改めてと
して簡略に済ませたところも何箇所かありました。
最後に「方言研究は何の役に立っか」「方言研究で何が分かるか」につ
いてお話したかったのですが、もはや時間を大幅に超過していますので、
レジュメに掲げた項目を読み上げるにとどめます。
1方言の変化の種々相を明らかにする。
2　方言の歴史を明らかにする。
3　日本語史の解明に役立っ。
4　日本語政策に寄与する。
5　地方史の解明に役立っ。
6　日本文化の形成過程の解明に寄与する。
これらについては、すでに幾っかについてはお話しましたが、この問題
も機会を改めてお話が出来れば幸せに存じます。本日のったないお話が方
言について、また、広くことばについて関心をお持ちになる契機となるな
らば幸せであります。
終わりにあたり、このような公開講座を開催し、地域に開かれた大学を
標梼してその実践を進める上田女子短期大学の関係各位に敬意を表すると
共に、お世話いただいた大橋敦夫先生に感謝申しあげます。そしてご静聴
下さった皆様に心より御礼申しあげます。
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